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④沿岸広域振興圏

図 ６-9 沿岸広域振興圏における将来的な公共交通ネットワークの方向性 
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◇東日本大震災津波以降の「新たなまちの形成」に合わせ、
復興を支える地域公共交通体系の構築 

・ 東日本大震災津波以降、人口減少、高齢化の進行、仮設住宅から
災害公営住宅への転居等、人の動きが大きく変化している。復
興道路、復興まちづくり関連事業等の進展に伴い、新たなまち
の形成に合わせた地域公共交通体系の構築が求められる。

・ 沿岸広域振興圏は、「地域公共交通網形成計画」の策定が進んで
おり、策定済み自治体のバス路線の位置づけの実現に向けた再
編・見直しの検討を行う。また、各自治体における地域内公共
交通の事業進捗との整合を図る。
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◇補助路線に対する被災地特例の終了、鉄道の運行再開等
を踏まえた、復興を支える新たな地域公共交通体系の構築 

・ 沿岸広域振興圏では、国の被災地特例を活用し、地域公共交通の
維持・確保を図っている。仮設住宅の集約統合に伴い、2020年
を目途に被災地特例の終了が見込まれている。

・ 平成 31年（2019年）3月 23日には JR山田線（宮古～釜石）が
三陸鉄道に移管され、一貫運行することとなっており、「三陸鉄
道沿線地域等公共交通網形成計画」が策定される等、鉄道を生
かした公共交通体系の再構築が求められる。

・ 復興道路が 2020年度全線開通を目指して整備されていることに
伴い、都市間輸送バスの運行のあり方を十分協議・調整する必
要がある。

・ 東日本大震災津波からの復興、新たなまちの発展を支える地域公
共交通体系のあり方、支援のあり方を検討することが必要。
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◇駅のほか、復興まちづくり事業で整備された新たなまちの拠点・道の駅

等も含めた広域接続拠点化を図り、まちづくりとの連携を図る 
・ 沿岸広域振興圏には、基幹病院が「宮古」「釜石」「大船渡」に立

地しており、周辺市町村からの通院も多い。また、高校につい
ては｢田野畑村｣を除く自治体に立地しており、通学時には鉄
道・路線バス利用が想定され、地域間での通学に対応した幹線
路線・広域バス路線の形成が必要である。

・ 復興道路の整備に伴い、「道の駅」が整備され、復興まちづくり
事業により、新たな拠点が整備されていることから、JR線、三
陸鉄道、JR大船渡線 BRTの駅だけでなく、各自治体の新たなま
ちの拠点も接続拠点・経由地として設定し、観光振興やまちづ
くりと連携を図る。

◇補助路線に対する被災地特例の終了後を見据え、市町村の｢地

域公共交通網形成計画｣との連携を図る 
・ 沿岸広域振興圏は東日本大震災津波以降、補助路線に対する被

災地特例で地域公共交通の維持・確保が図られているが、2020
年度には被災地特例は終了が見込まれている。

・ 被災地特例の終了後、地域公共交通を取り巻く環境は激変する
ことが想定される。国・県の補助要件を満たさない路線の増加
が懸念されることから、需要に見合った地域公共交通へ移行で
きる支援を行う。

・ JR線、三陸鉄道、JR大船渡線 BRT、都市間輸送バスを広域振興
圏間を移動する幹線路線として位置づけ、復興道路の活用を含
めた路線バスの再編・運行見直しの検討を行う。また、各自治
体の主要拠点を繋ぎ、観光振興・まちづくりとの連携を図り、
復興を支援する。

【三陸鉄道リアス線一貫運行に伴う代替広
域バス路線の見直し】 

・ 三陸鉄道リアス線一貫運行に伴い、代替交

通の役割を担った「釜石船越線」を「浪板線」

として震災前の水準を基準に利用状況も踏ま

えて見直し、「赤浜線」を重点化。見直し後

は、三陸鉄道リアス線との役割分担、利用実

態も踏まえ、さらに検討。

・ 併せて、「田の浜線」、「船越線」についても震

災前の水準を基準に、鉄道との役割分担か

ら、駅から離れている移動者をターゲットに見

直し予定。現在、補助路線ではないが、補助

路線化も検討。

【県立病院直通利用路線の見直しの検討】 

・ 細浦経由高田線は、大船渡病院直通の利用者が多い

が、盛駅以北は崎浜線と重複、竹駒～陸前高田市役

所間は JR 大船渡線 BRT と重複するため、短縮を検討

・ JR 大船渡線 BRT と並行しており、代替が可能なため、

利用者の少ない土日は減便を検討。

【大船渡、陸前高田、住田の高校通学路線の見直しの検討】 

・ 崎浜線、中井線、陸前高田住田線は、大船渡、陸前高田、住田

の各高校の通学利用が多く、重要な路線。

・ 崎浜線は、利用者の少ない土日の減便を検討。また、2020 年に

中学校統合予定であり、スクールバス運行可能性について動向を

注視。

・ 中井線は、住田高校以降の利用者がほとんどなく、短縮を検討。

・ 陸前高田住田線は、利用が少ない土日は減便を検討。また、盛

岡大船渡線への乗り換えもあることから、ダイヤ調整を検討。

【田老線と市内路線との重複の見直しの検討】 

・ 市内路線である宮古病院線とルートが重複し

ており、効率的な輸送体系について検討。

【和井内線について既存施設を活用した利用促

進策や児童等の住民に利用しやすい路線のあり

方の検討】 

・ 宮古盛岡横断道完成後を踏まえた近隣施設や

イベントを活用した企画切符の検討。

・ 宮古盛岡横断道路整備後の 106 急行との運

行について整理。

【小本線について既存施設を活用した利

用促進策や患者輸送バス・スクールバスと

の連携による効率的な輸送体系の検討】 

・ 沿線施設やイベントを活用した企画切符の

検討。

・ 患者輸送バス・スクールバスとの連携によ

る効率的な輸送体系の検討。

凡例 

（太線・・・国庫補助） 
（細線・・・県単独補助） 

高速・都市間輸送バス路線  

広域バス路線 

※被災地特例終了時の

補助要件該当状況

人口（500m メッシュ） 

広域接続拠点と 
考えられる箇所 

接続拠点と 
考えられる箇所 

幹線路線 

広域バス路線 

資料２４　沿岸広域振興圏における公共交通ネットワークの方向性（現行計画）


